
［1］問題の所在
－我が国の幼児期から低学年児童期
にかけての教育に関する動向－

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のあり

方に関する調査研究協力者会議による報告書

（2010年 11月 11日公示）は、幼児期から児童期

にかけての教育の目標を「学びの基礎力の育成」

と位置づけた（文部科学省、2010）。つまり幼児

期は、「学ぶということを意識しているわけでは

ないが、楽しいことや好きなことに集中すること

を通じて、様々なことを学んでいく」という「学

びの芽生え」の時期とした。また児童期は、「学

ぶということについての意識があり、集中する時

間とそうでない時間（休憩の時間等）の区別がつ

き、与えられた課題を自分の課題として受け止

め、計画的に学習を進める」という「自覚的な学

び」の時期とした。遊びを通した総合的な学びが

行われる「学びの芽生えの時期」と教科等の授業

を通した学習が行われる「自覚的な学びの時期」

とでは、各発達段階における学習指導法に大きな

違いが見られる。しかし同報告書は、これら 2つ

の時期における教育は、教育活動の視点から見る

と、「直接的・具体的な対象との関わり」を重視

している点において共通しており、具体的には

「人」及び「もの」とのかかわりの活動から双方

の教育をつなぐことを指摘した。ここでいう「人

とのかかわり」の活動とは、幼児期の終わりで

は、幼児同士で自主的に目標を持ち、仲間やクラ

スへの帰属意識を基盤に、教師があらかじめ方向

付けた課題を自分のこととして受け止め、相談し

たり互いの考えに折り合いをつけてやり遂げる活

動を指す。また低学年児童期においては、教師に

よって提示された課題について友達と助け合い、

自分の果たすべき課題をしっかりこなすといった
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集団規範形成を図り、楽しく充実した生活ができ

るようにする活動を指す。一方、「ものとのかか

わり」の活動とは、幼児期の終わりでは、発達の

個人差に十分配慮しながら教師が方向付けた課題

について、これまでの生活や体験の中で獲得した

法則性、言葉や文字、数量的な関係などを組み合

わせて解決したり、場面に応じて適切に使ったり

することを経験する活動を指す。また低学年児童

期においては、国語科、算数科、生活科、音楽

科、図画工作科などの各教科において教師から与

えられた課題を通じて、基礎的な国語力、数量関

係の理解や基礎的な数的処理能力、自然に関する

実感的な理解や基礎的な能力、自然物や人工物を

用いて発想や構想の能力を育成するような活動を

指す。以上で述べたように、今回の報告書は、幼

児期が「学びの芽生え」の時期、さらに低学年児

童期以降は「自覚的な学び」の時期とあるよう

に、各発達段階の学びの特徴が明記され、さらに

これらの異なる学びの時期をつなぐ教育活動とし

て、「人とのかかわり」と「ものとのかかわり」

が重要であると指摘した。換言すればこの指摘

は、幼児期から児童期、特に低学年にかけての学

びについては、子どもの発達特性や適時性を十分

にふまえた上で再度検討をする必要があるという

ことである。

さらに、同報告書の「幼児期の教育（幼稚園の

教育）の目標と児童期の教育（義務教育）の目標

の表現に違いはあるものの、両者は共に教育基本

法が掲げる教育の基本事項（知・徳・体）によっ

て構成されており、ここにも両者の連続性・一貫

性をみることができる。」という記述から、児童

期の教育だけでなく、幼児期においても「知」の

教育の重要性が明示されていることがわかる。北

野は、幼児は好奇心が旺盛であり、遊びの中で多

くの科学に触れ、探究し、考えることのできる存

在であることを指摘し、オーストラリアやアメリ

カの国々では、昨今の脳科学や発達心理学、教育

学の研究成果に基づいた幼児の言語・数理的リテ

ラシーが着目され、幼児の探究心を育む保育実践

が進められていると報告している（北野、2008；

北野、2010）。しかし我が国の幼児教育には、幼

児は具体的な思考しかできず、概念的な思考（抽

象的な思考）が困難との考え方が今なお広く浸透

しており（北野、2010）、幼児期や低学年児童期

においては子どもに実体験させることが目指され

ている。一方、体験によって幼児や低学年児童が

何を学んだかについては明確にされておらず（深

田・隅田、2008）、またこれまでの多くの保育実

践は、情意的発達の側面に偏重して構成され、認

知的発達の側面は軽視されていた（佐伯、2001；

西久保、1999）。このことから、今後、幼児期か

ら低学年児童期の子どもの発達特性や適時性を十

分にふまえた保育並びに授業を行うためには、従

来の情緒的な側面に加え、認知的発達の側面を重

視していく必要があると考えられる。この意味に

おいて、幼児から低学年児童期の子ども達に対

し、自然の事物・現象を通して科学的思考力を育

成する科学教育を行うことは、重要であると考え

る。

アメリカでは新たな科学教育の目標を科学知識

の獲得だけでなく、科学的な思考や調査方法を獲

得することとしており、このような科学的思考を

行う上で重要なスキルをサイエンス・プロセス・

スキル（science process skills）と呼んでいる（eg,

Rezba, R. J. et al., 2008 : 3−4）。既述したよう

に、我が国で「知」の教育の重要性が明示された

が、中沢らが指摘したように、幼児期における科

学教育として、小学校で学習する教科「理科」の

知識を保育の中で教える「引き下ろしの科学教

育」は、適切ではないと考えられる（中沢、

1986）。ゆえに幼児期から低学年児童期の子ども

達の「学びの基礎力」を認知的発達の側面から育

成するための科学教育を導入するには、サイエン

ス・プロセス・スキルの考え方を援用することが
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有益であると考える。

［2］研究の目的

そこで本研究では、アメリカにおいて、科学知

識に関する教育と同様に重要視されている科学的

な思考や調査方法に関する教育の代表的な先行研

究をレビューし、得られた知見を基に幼児期にプ

ロセス志向探究型の科学教育を導入するための 1

つのアイディアについて提案することを研究の主

たる目的とする。

［3］幼児期に科学教育を導入する根拠

幼児期における科学教育は、伝統的に、これま

であまり注目されてこなかった。その理由の 1つ

として、これまでの教育研究が、幼児が科学概念

を理解することについて懐疑的であったことがあ

げられる。その背景には、子どもは形式的操作期

に到達するまでは、科学的概念の理解が難しいと

いうピアジェの理論がある。伝統的な発達理論の

多くは領域一般的であり、その代表的なものとし

ては、既述したピアジェ（Piaget）［1970］の個人

構成主義理論や、ヴィゴツキー（Vygotsky）

［1962］の社会構成主義理論がある。ヴィゴツキ

ーも領域一般性を支持しており、認知発達にはあ

らゆる課題に対して精通することを可能にするよ

うな広範囲な精神的構造といったものが内包する

と仮定していた。両者の理論は、幼年期の子ども

は抽象的な理解はできず、感覚的に物事を理解す

るという点において共通のスタンスをとってい

る。例えばピアジェは、幼児は前操作的な思考の

みが可能であり、抽象的な分類や量の保存のスキ

ーマにつなげることはできないと考えていた。ヴ

ィゴツキーも同様に、幼児期の概念は前概念的で

あると主張している。このような両者の伝統的発

達観は、科学的な体験や数学的な体験は、抽象的

な思考を必要とするため、発達的に見れば幼児期

にはふさわしくないという考え方を下支えしてい

る。学習と伝統的な発達理論との間には差異が見

られるものの、両者は領域一般的な学習メカニズ

ムにより、あらゆる思考領域における概念獲得に

ついての説明が可能になると仮定している。

一方、近年では、発達心理学及び認知心理学に

ついての研究成果により、「領域固有性理論」、

「コア知識理論」、「合理的構成主義理論」と呼ば

れる新たな発達理論が生み出されてきている。領

域固有性理論の研究者達は、他の構成主義発達理

論と同様に、人は生得的に「学ぶ」意欲を持つこ

とを前提にしているが、領域固有な学習及び発達

の構造が存在する点が領域一般性とは異なる。あ

る知識領域において、学びを加速する土台とな

り、またそれを導くような生得的かつ領域固有な

精神構造が存在することが研究によって明らかと

なってきている。

領域固有性理論の第 1の特徴は、領域固有な精

神構造は、関連する情報を見つけたり理解したり

する状況をつくり出すことである。領域固有性理

論では、学習構造が異なれば「取り込み」方もま

た異なるとしている。

第 2の特徴は、ある領域の概念というのは、そ

れぞれ単独に存在するものではないということで

ある。例えば、犬に関する概念は、他の動物の概

念と関連しているが、このような概念の関連性に

よって、学習者は、既知のものから未知のものを

推測したり一般化したりすることができる。ま

た、概念が相互に関連するように、ある領域につ

いての概念を示す「ことば」も他の概念とリンク

しており、科学概念についての「ことば」や知識

はコインの表裏のような 2面性をもつ。例えば大

人は、同じ「動く（＝move）」であっても、動物

の「動く」と植物のそれとは異なると考えてい

る。概念同士が頭の中で互いにつながっているよ

うに、体験から学ぶことも互いにつながりがある
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と考えられている。子ども達は、探求しながら概

念に関連する実際のことばの意味を学ぶことがで

きるようになる。

このようにこれまでの領域一般的な発達及び学

習理論では不可能だとされていた幼児期における

概念に基づいた学習は、領域固有的な発達及び学

習理論の立場では可能ということになる。科学教

育は、幼児が自分たちの周辺の世界（自然）につ

いて学んだり、心身両面の活動を通して答えを発

見するのに役立つ。しかし幼児は、独自の自然観

を持っており、特に 4歳までは自分の誤った考え

方に気がつかない傾向があることから、科学的な

思考には限界があるといえる。また幼児期の子ど

もは、概念を学んだり発見したりする方法も独特

であることがわかっている。このような幼児独特

の考え方・興味・学びのスキルに対応させること

ができれば、幼児期に数学や科学、技術を学ぶこ

とは意味のあることとなる。ゆえに幼児期に科学

のプロセスに焦点を当てた教育を行うことは、幼

児のニーズに応えることとなり、また同時に、プ

ロセス・スキルを適用しながら探究学習やハンズ

オン的な学習の基礎を育成できると考えられる

（e.g., Gelman, R. & Brenneman, K., 2004 ; Jones, I.

et al., 2008）。

［4］サイエンス・プロセス・スキル
という考え方

現在、科学は探究のプロセスであり、教師の役

割は体験的な学びを通して科学的探究の特徴を伝

えることであるという見解は、おおかた認識され

ている。探求を意義あるものにするために、子ど

も達は、観察、分類、測定といったサイエンス・

プロセス・スキルを使いこなす力を身につけなけ

ればならない。サイエンス・プロセス・スキルと

は、科学的思考の方法を指し、科学者や子ども達

は科学の活動をする際に、推論・分類・仮説設定

・実験などのサイエンス・プロセス・スキルを用

いている（Rezba, R. J., 2008 : 4）。科学教育の初

期の目標は、子ども達に様々な探求活動において

サイエンス・プロセス・スキルを適応させること

を通して「科学的な活動を行う方法」を教えるこ

とである。マーティンらは、このような探究活動

を「プロセス志向探究」と呼んでいる（Martin,

D. et al., 2005 : 13−14）。サイエンス・プロセス

・スキルは、正規の保育課程として位置づけられ

た探求活動場面において身につけさせることが望

ましいとされている。サイエンス・プロセス・ス

キルは、「ベーシック（basic）」と「インテグレ

イティッド（intergrated）」の 2つのカテゴリーに

大別される。科学的な探究活動は、この 2つのカ

テゴリーを構成するいくつかのプロセス・スキル

を適用することで成立する。

（1）ベーシック・サイエンス・プロセス・スキル

の特徴

ベーシック・サイエンス・プロセス・スキル

は、科学的な調査活動の基礎を形成するものであ

り、全ての科学的な調査活動の基礎となる初歩的

なスキルを具体化したものである（Martin, D. et

al., 2005 : 15−17）。幼児期の子どもの多くは思考

が未熟なため、彼らにベーシック・サイエンス・

スキルを育成することに焦点が当てられている。

ベーシック・サイエンス・プロセス・スキルは、

子ども達が身の回りの世界を探求する際に用いら

れる。ベーシック・サイエンス・プロセス・スキ

ルには、観察（observation）、分類（classifying）、

測定（measuring）、コミュニケーション（communi-

cating）、予測（predicting）、推論（inferring）の 6

つの種類がある。

（2）インテグレイティッド・サイエンス・プロセ

ス・スキルの特徴

インテグレイティッド・サイエンス・スキル
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は、ベーシック・サイエンス・プロセス・スキル

を問題解決型探究へとつなげるような複合的な活

動である。換言すれば、このスキルは、ベーシッ

ク・サイエンス・プロセス・スキルをいくつか含

む複合的（統合的）なスキルということである。

ベーシック・サイエンス・プロセス・スキルをマ

スターした子ども達は、インテグレイティッド・

サイエンス・プロセス・スキルを適用して科学概

念を探究できるようになる。このスキルを使いこ

なすには、ベーシック・サイエンス・プロセス・

スキルよりもより深い考察レベルを必要とする

（Martin, D. et al., 2005 : 17−20）。インテグレイテ

ィッド・サイエンス・プロセス・スキルは、原因

と効果の関連性を理解できない幼児にとって難解

であるため、具体的操作期にある幼児は、しばし

ば観察したことについて虚構的な解釈をしたり、

抽象的な概念と具体的な概念を混同してしまいが

ちである。また幼児は、何かについて調べること

はできるが、発見したことを科学的に解釈した

り、意味ある結果を導き出したりすることは一般

的に困難である。しかしこれらの事実が、幼児期

にサイエンス・プロセス・スキルを使ったり、身

につけたりすることが不可能であることを意味し

てるわけではない。とりわけ幼児期は学習レベル

の上限を十分に考慮した上で、幼児の発達に適し

た具体的な活動となるよう配慮するべきである。

インテグレイティッド・サイエンス・プロセス・

スキルを身につけることによって、学んだスキル

を学習過程全体に適応することが可能となる。イ

ンテグレイティッド・サイエンス・プロセス・ス

キルには、変数の設定と制御、数式化と仮説の検

証、定義付け、実験、データの考察、モデル構築

の 6種類がある（e.g., Jones, I. et al., 2008 : 29−

31 ; Martin, D. et al., 2005 : 5−6）。

［5］幼児期の子どもに適した
サイエンス・プロセス・スキル

既述したように、サイエンス・プロセス・スキ

ルには「ベーシック」と「インテグレイディッ

ド」の 2種類があるが、幼児期では「ベーシッ

ク」が適したものとなっている。そこで本節で

は、幼児期に相応しいサイエンス・プロセス・ス

キルである「ベーシック」の 6種のスキルについ

て述べる（e.g., Jones, I. et al., 2008 : 20−29）。

（1）観察（Observation）スキル

観察は、5感を駆使する活動であり、思考力を

育成するのに適している。幼児期の子ども達は前

操作期にあるため、1つの特徴だけに集中して観

察する傾向がある。さらに、他者の考え方を取り

入れることができない。このため、観察も自己の

視点に基づいて行われる傾向にある。ある時期ま

では、子どもが正しく観察したことを記述できる

か否かは言語能力と深く関わっている。適切な言

語スキルを身につけることで、子ども達は異なっ

た視点でものを見たり、自分たちの観察能力をさ

らに洗練したものにすることができる。幼児は、

観察対象に触れたり、遊んだり、唇や口に当てて

みたりしながら観察を行うが、これは既知の語彙

が少ないため、観察したことを言葉で表現するに

は限界があるからである。しかしこのことは、幼

児が自分で観察したことの意味について考えたり

表現したりすることが不可能であることを意味し

ているのではない。幼児にとって楽しいと思う観

察は、何度も繰り返したいと思う感情と結びつい

ている。さらに観察活動を年上の兄弟や大人達と

一緒に行うことで、幼児は自分の語彙不足を補う

ことができ、これが新たな語彙や言い回しを増や

す絶好の機会となる。物の不変性を理解するよう

になる 8ヶ月の乳児は、物や人から同じ反応を得
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ようと何度も同じ行動をとるようになるが、この

ような別の情報源から同じ反応を引き出すような

行動をする段階を「第 2循環反応（secondary cir-

cular response）」という。この段階で重要なこと

は、人との関わりである。隠された物体を探すこ

とに興味を持ち始めるおおよそ 12から 18ヶ月の

乳幼児は、物にはたらきかけることを通して問題

を解決する準備ができている。この時期は「第 3

循環反応（tertiary circular response）」と呼ばれ、

見たことに対して同じ行為を繰り返したり、行動

を変容させたりする時期である。この時期の乳幼

児をサポートするためには、適切な保育展開や環

境設定が必要となる。2歳児は、心の中で出来事

を想像したり、心の中で描いたイメージを記憶し

たり、思い出したりできるため、これまでとは違

った視点での観察が可能となる。乳幼児や幼児

は、家庭や幼稚園などにおける日々の活動の中で

観察を行っている。保育士は、様々な場面を捉え

て乳幼児や幼児にはたらきかけ、適切な言葉がけ

を行い、観察のスキルを伸長させることが重要で

ある。

（2）分類（Classifing）スキル

分類スキルとは、最も基本的な特徴から対象を

グループ化する能力であり、観察スキルに大きく

依存したスキルである。論理力を要請する分類ス

キルは、単一の特徴に基づいた分類から、その分

類によって得られた階層的な特徴に基づいた分類

へと進化していく。乳幼児期から幼児期までの子

どもは、1つの特徴に基づいて対象を分類するで

あろう。子どもは、5歳までに「心の理論」を発

達させ、他者の意図を予想できるようになる。そ

して自らの確信が必ずしも事実と一致しないこと

を自覚する。それゆえ、幼児期の子どもは、現実

世界の対象や動物のカテゴリーについて推論する

ことができる。しかし対象を自らのカテゴリーで

分ける能力があったとしても、グループ化に必要

な基準を変えてしまうため、その基準を持ったカ

テゴリーに適合するものを見つけることができ

ず、しばしば分類に失敗する。小学校 1年生くら

いまでは、単一の特徴によって分類するスキルが

発達していき、グループの選び方もより確実なも

のとなってくる。さらに小学校を通じて、徐々に

複数の特徴による分類を行う能力を伸長させてい

く。分類の活動は、物を集めることから始まるこ

とが多い。子ども達に、一般的な特徴を見つけさ

せ、項目を並べ替えることでグループ化させるこ

とは可能である。幼稚園では、物集めを通して分

類のスキルを身につけさせることができる。日々

の保育活動が、分類スキルを培う機会となってお

り、子ども達は様々な基準に従って分類を行うこ

とができる。分類の能力は、幼児期に何もしない

でも身に付くというものではないため、分類の活

動は重要である。

（3）測定（Measuring）スキル

測定スキルは、定量的な観察スキルである。観

察や分類を伴う科学的な活動では、定量的に表現

したり、比較したりすることがあり、特に観察で

はある基準と比較して特徴を見つけ出すことが多

い。よって測定スキルは、観察対象を数値化する

スキルともいえる。測定する対象としては、数・

距離・時間・長さ・面積・質量（重さ）・体積・

温度などがあるが、幼児期の活動では特に対象

を、長さ・質量（重さ）・時間・温度に絞ってい

る。しかしこれらの物理量の概念は、保存の概念

が未熟な前操作期の幼児には理解困難である。結

果的に幼児期では、「もの」と「もの」との直接

比較や指・手・足の裏・身長など、体の部分を使

った測定が行われている。幼児には、測定スキル

を伸長させる機会が与えられるべきである。保育

士や親は、適切な機会を捉えて、子どもたちに観

察したものを定量的に表現するよう促してやるこ

とが重要である。子ども達は、このような経験を
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何度も繰り返すことによって大小、長短、軽重、

広い・狭い等のことばを学んでいくと考えられ

る。以上のことから、幼児期の子どもであって

も、身体の部分や身の回りの物を用いた測定は可

能であることから、幼児期の子ども達の内面に

「測定の体系」を構築できるよう指導することが

重要である。

（4）コミュニケーション（Communicating）スキル

科学的な活動は、正確かつ明確な方法で情報を

共有する行為を伴う。コミュニケーションスキル

は、他者と、考えやアイディアを共有したり、話

し合ったり、発見したりすることを通して、言語

的に他者とのコミュニケーションをはかることの

できるスキルである。コミュニケーションスキル

には、「話しことば」だけでなく、科学概念につ

いてのリーディングや観察やアイディアについて

のライティングのような「書きことば」によるコ

ミュニケーションも含まれる。しかし、コミュニ

ケーションは、話しことばや書きことばだけでな

く、絵画・モデル・音楽・動作・演技といったも

のも重要であり、これらは幼児でも可能なコミュ

ニケーションの方法である。とりわけコミュニケ

ーションスキルは、個人が他者に自分の考えを伝

える術を提示している。子ども達が観察や発見を

した際、他者とコミュニケーションをとること

で、そのことについての情報の共有が可能とな

る。「ことば」は、科学的な現象について自分の

考えを明らかにしたり、表現したりできるため、

コミュニケーションスキルの中心的スキルであ

る。観察したことを説明したり、考えながら話を

したりすることによって、幼児は科学的な現象に

ついての理解を深める。幼児期は、語彙が飛躍的

に増えてくるため、「ことば」をおぼえるには絶

好の時期となる。ゆえにこの時期に適切な語彙を

与えることによって、コミュニケーションスキル

を伸長させることができる。幼児期の科学教育に

おけるコミュニケーションの役割の 1つは、幼児

に自らが考えたことについて、振り返る場を提供

することである。コミュニケーションは、思いつ

いたことや熟考したことを表現するため、子ども

達は自らの考えを評価したり、理解困難なことを

克服することができる。ゆえに幼稚園において

は、簡単な絵・グラフ・図表を用いて自らの考え

についてコミュニケーションをとるような保育環

境とコミュニケーションに関わる活動を提供する

ことが重要である。

（5）予測（Predicting）スキル

予測スキルは、前知識や観察の結果得られた既

知の情報を用いながら将来のことを決定する能力

である。幼児の日常生活は、予測可能なものにあ

ふれている。たとえば幼児は、食事・お風呂・就

寝といった出来事の中に予測可能な順序があるこ

とを学んでいる。日の出・日の入り、潮の干満、

四季の変化など、自然界もまた、きわめて秩序的

あり、多くの出来事がきわめて予測しやすい。天

気予報のように幼児にとっては予測困難なもので

さえ、空を見上げながら予測をし始める。このよ

うに予測スキルは、幼児にとってきわめて日常的

なスキルである。予測スキルは、幼児に思考を促

したり、外界の刺激に対して反応したりすること

を促す重要なスキルである。予測は、本質的に、

未来の出来事（未来又は新しい知識）を予想する

ため、すでに知っていること（前知識）、即入手

及び観測可能なデータ（現存する知識）を活用す

ることを子ども達に要求する認知過程である。子

ども達が、正確な予測をすることが可能か否か

は、彼らの持っている知識と関係しているので、

科学的な現象に関連した幅広い知識を身につける

ことによって、同様な現象に対して正確に予測で

きるようになる。このことから、知識が偏りがち

な前操作期の子ども達は、正確な予測が難しい。

幼稚園においては、日々の保育の中であらゆる機
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会を捉えて幼児に予測させることが望ましい。予

測の活動は、容易に遊びの中に組み込むことが可

能である。たとえばブロックでタワーをつくる前

に、子ども達にタワーが崩れないためには、いく

つまでブロックを積むことができるかを予測させ

てみるといった活動である。

（6）推論（inferring）スキル

推論スキルは、論理的に仮説を立てたり、観察

に基づいて結論を出したりするスキルである。観

察は、5感を通して得られる情報に基づいている

ため正確であるが、推論は、観察した事柄につい

ての説明であるため、間違いに陥りやすい。推論

は、何かが起こった要因について考えるという点

では予測と類似しているが、予測とは次に起こる

ことに関わることであり、推論とはどうしてそれ

が起こったかについての理由に関わることであ

る。推論は前知識と関係のある能力のため、子ど

も達に推論させる際には、発問の対象に関連した

経験を十分にさせておく必要がある。科学におい

ては何度も直接観察することが難しい事例が多い

ため、推論は重要なスキルである。観察は、直

接、実験対象を「見る」ことができるが、推論は

「見る」ことができない。このことから、原因に

ついて推論するためには、入手可能な情報を活用

しなければならない。子ども達に推論の力を身に

つけさせるためには、最初に観察と推論との違い

を理解させておく必要がある。親や保育士は、幼

児が毎日の観察に基づいた推論を行う場面を意図

的に設定してやる必要がある。

［6］サイエンス・プロセス・スキルの
考え方を組み込んだ新たな幼児期
における科学教育の提案

既述したようにアメリカでは、新たな科学教育

の目標を、①科学知識の獲得、②科学的な思考や

調査方法を獲得することとし、pre-kindegarten

（日本における 3−4歳児のための幼稚園）から科

学教育が始まる。

一方、現行の我が国のカリキュラムでは、科学

教育が始まるのは小学校 3年生以降であり、3歳

児から小学校低学年（小学校 1・2年）までは、

実質的に科学教育が行われていない（小谷、

2010）。

そこで我々は、これまでの領域一般的な発達及

び学習理論では不可能だとされていた幼児期にお

ける概念に基づいた学習が、領域固有的な発達及

び学習理論の立場では可能であるとする近年の認

知発達心理学の研究成果に着目し、幼児期から低

学年児童期を一貫した科学教育プログラムを策定

することを研究の最終目的とした。その最初の試

みとして、2009年から大阪の公立幼稚園におい

て、「科学教育としての保育モデル」を提案し、

この保育モデルにおける幼児の認知に関する研究

に着手した（小谷、2009 a）。科学教育としての

保育モデルは、サイエンス・プロセス・スキル

（science process skills）の考え方をもとに、次の

ように構成した。まず教育活動全般において必要

となる最低限の技能や活動の素因となるものを

「基本要素」と定義し、総合性の強い保育をいく

つかの基本要素の集合体と考えた。従来の保育が

「環境」、「言葉」といった保育内容によって構成

されていたのに対し、本モデルは、「観察」、「分

類」、「コミュニケーション」といった要素によっ

て構成されていると仮定した（図 1参照）。

図 1 従来型の保育と本モデルの保育構成の違い
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認知的要素 ある事象・現象の認知・理解をする上
で必要な最低限の技能
（観察・予測・測定・コミュニケーション・分類・

系列化・推論　等）

情意的要素 認知・理解の原動力となる感情的な素因
（興味・関心・喜び・悲しみ・感動・期待　等）

規範的要素 集団の中で、他者との良好な関係性を
維持する上で必要な最低限の技能

（規律・自制・協調　等）

基
本
要
素

さらに本モデルでは、サイエンス・プロセス・

スキルのように認知的発達の側面に重点を置いた

「認知的要素」だけでなく、「情意的要素」と「規

範的要素」の 2つの要素を加えた 3つのカテゴリ

ーで基本要素を構成した（図 2参照）。

本モデルにおける認知的要素を、「ある事物・

現象を認知したり理解したりする上で必要な最低

限の技能」と定義した。この認知的要素の具体的

な中身については、既述したサイエンス・プロセ

ス・スキル（science process skills）の 2つのカテ

ゴリーのうち、幼児期に適したベーシック・サイ

エンス・プロセス・スキル（basic science process

skills）の考え方を参照して、観察・分類・系列

化・測定・予測・推論・コミュニケーションとい

ったものを認知的要素の内容として想定した（表

2参照）。

次に本モデルにおける情意的要素を、「認知・

理解・行動の原動力となる感情的素因」と定義し

た。具体的には表 3のように、興味・関心・喜び

・悲しみ・期待・感動といったものを情意的要素

の内容として想定した（R・デヴリーズ＆L・コ

ールバーグ、1992）。

最後に規範的要素を、「集団の中で、他者との

良好な関係性を維持する上で必要な最低限の技

能」と定義し、具体的には表 4のように、自制・

規律・協調といったものを規範的要素の内容とし

て想定した（小谷、2009 b）。

図 2 基本要素の構成とその定義

予 測：既存の知識や新たに学んだ知識を使いなが
ら、近い将来に起こること（新しい知識）を予
想・想定する技能。

推 論：過去に得た知識に基づいて、未知の自然現
象が生起する理由についての説明を行う技能。

コミュニケーション：発見したことや自分の考えを
他者と「ことば（話しことば）」や「文章（書
きことば）」、さらには絵画表現・身体表現等を
介して伝え合う技能。

表 3 情意的要素の内容とその定義

興味・関心：事物や人などの対象に関わりたいと思
う気持ち。

喜 び：事物や人などの対象を快く思う気持ち。

悲しみ：事物や人などの対象を哀れんだり、寂しく
思う気持ち。

期 待：事物や人などの対象を望ましく思う気持
ち。

感 動：事物や人などの対象を深く感じて心が動か
される気持ち。

表 2 認知的要素の内容とその定義

観 察：ある観点をもって自然の事物・現象を観な
がら、それについて語る技能。

分 類：ある視点に基づいて自然の事物をグループ
化する技能。

系列化：自然の事物を「大小」・「多少」・「長短」・
「軽重」・「新旧」・「寒暖」などの視点に従って
並べる技能。

測 定：身の回りには、数・時間・長さ・重さ・広
さ・体積・温度といった（物理）量の存在する
ことや、物理量の大きさの違いを、量感・音感
・触感等を通して認知する技能。

表 4 規範的要素の内容とその定義

自 制：集団の中で周囲の状況を見ながら、自分の
言動を制御する技能。

規 律：集団の中で時間・約束等の決まりを守る技
能。
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実際に保育を構成する際、保育士は、本時にお

いて（1）認知的要素、情意的要素、規範的要素

のどの要素に比重を置き、さらに要素の種類及び

数をどうするかを十分に検討（「獲得要素の選

定」）し、次に（2）本時の「保育テーマの設定」、

（3）「獲得知識の設定」、（4）「具体的な活動内容

の設定」、（5）「ことばがけ（発問）・幼児に対す

る受け止め方の想定」を行って保育を構成してい

く。特に（1）の「獲得要素の選定」において

「他の基本要素に比べ認知的要素を多く盛り込

む」、（2）「本時の保育テーマ設定」において「科

学に関連する事柄を取り扱う」、の 2点に留意し

て認知的側面の強い保育を構成したものを「科学

教育としての保育」とした。同様の手順により、

情緒的側面や規範的側面の強い保育についても構

成することができると考えられる。そして個々の

保育では「総合性」が希薄であるが、年間を通し

た 3つのカテゴリーの要素の合計数を同じにすれ

ば、「総合性」を保持することが可能と考えた

（図 3参照）。

このような保育を「内容」ではなく「要素」と

いう単位に分割し（＝要素化）、さらに認知、情

意、規範の 3つの要素を傾斜配分して構成（＝保

育の再構成）してできたものを保育の要素化と再

構成モデルと定義した。このモデルの考え方によ

ってつくられた保育モデルの特徴は表 5の通りで

ある。

［7］今後の展望

［1］で述べたように、幼児期の教育と小学校教

育の円滑な接続のあり方に関する調査研究協力者

会議による報告書が、低学年児童期以降だけでな

く、幼児期においても「学び」の重要性について

言及したことは、欧米と比べこれまでの保育では

あまり重要視されてこなかった認知的発達の側面

を強化した保育構成が、今後求められることを示

唆していると考えられる。認知的な発達の側面を

幼児期から伸ばすことを目的としたサイエンス・

プロセス・スキルの考え方は、今後、保育の中で

幼児の自然認識能力を高める上で重要となってく

ることから、今後も引き続き先行研究を進めてい

きたい。
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